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１．耐力度調査票 

 

 



Ⅰ 6 年 9 月 21 6 年 9 月 23 日

㊞

㊞

Ⅱ

年 年
㎡ 月 月

㎡ 年 年 点

Ⓐ

㋑

点

②

③

㋖ 点

④

㋘

Ⓑ ①

点

②

③ （ａ）

（ｂ）

点

④

⑤

⑥  * 同一階６本以上のコア圧縮強度の平均値が13.5N/㎜2以下の場合に適用

点

⑦

S1 S2 S3 S4

Ⓒ ① ② ③ ④ ⑤

別 表 第 １
鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票

Ⅳ 学　校　種　別 Ⅴ 整 理 番 号

（表面） 中学校 1553
日 ～ 令和 Ⅲ　　結　　果　　点　　数

調
査
学
校

北海道 別海町 中央中学校 5183
調査者

職　名 一級建築士登録番号

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 令和

氏　名 Ⓐ 構　造　耐　力
耐　力　度

主査 第311048号 伊井 崇史
100

点

点

予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 Ⓐ×Ⓑ×Ⓒ

(株)日本技建 第230549号 佐藤 文彦 Ⓑ 健　　全　　度

－ 種　類 被　災　年 内　　容

評点合計
の係数 rα

0.90
点

立　地　条　件
調
査
建
物

13-1 2

一階面積 建築
年月

S58

校舎
1,113 10

2,021

4,320

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過年数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
48

① (a)
階 方向

構造耐震指標 経年指標
qi =

－
Ⓒ

延べ面積 経過
年数

41年
経過
年数

－年

長寿命
化年月

0.7

補　修　年

－
－ － －

評　　　点

-

桁行方向
Ｘ - -

(Is/T) 鉄骨定着部
q = qX×qY×rα 判　　別　　式

- - (      )
 註）

- - 新耐震基準
のため省略

1.0≦q 1.0

-

㋐

判　　別　　式
 ㋙=(㋓+㋕+㋗)

コンクリート
圧縮強度

k

1 2 3
点

q≦0.5 0.3
50

(b)
試 験 区 分

壁・梁 壁・梁

㋒

(

㋐
×
㋑

)

 ㋓
(㋒×50)

0.5＜q＜1.0 直線補間
1.00張間方向

Ｙ

コ ア 試 験 32.5 29.5 32.0 31.33 1.57

壁・梁
平均値 Fc k=Fc/20

1.0≦k 1.0
1.00

（０.3以
下は

0.3とす
る)

㋙

0.5＜k＜1.0 直線補間
100

k≦0.5 0.5

θ θの最大値 判　　別　　式 評　　　点

層 間 変 形 角 θ

Is Fu (Is/T)

-
桁行方向

Ｘ

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

Fr= Fu×
0.7

1.0 ㋔ ㋕ (㋔×20)

1/200＜θ＜1/120 直線補間 1.00
20 点

- - - - 新耐震基準
のため省略

θ≦1/200

 Ⓐ=(㋙×㋘)

-
張間方向

Ｙ - - - - 1/120≦θ 0.5 Ⓐ
種別指数 u 基礎の被害予測に関する指数 p β=u×p 判　　別　　式 評　　　点

100
1.0≦β 1.0 ㋗ (㋖×30)

基 礎 構 造 β

木　杭 0.8  敷地地盤で液状化が予想される 0.8
省略

ＲＣ杭 0.9  杭基礎でアスペクト比が2.5以上の建物 0.9

β≦0.5 0.5

過去に経験した最大の被災度 無被害・
被災無し

評　　　　　価 評　　　点

0.5＜β＜1.0 直線補間
1.00 30 点

その他 1.0  上記に該当しない場合 1.0 □地中梁による低減註）

1.0 1.00

 註）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の上に鉄骨屋根を載せた屋内運動場(Ｒタイプ)では，鉄骨屋根のRC定着部について検討する。①保有耐力の「鉄骨定着部の係数rα」欄には検討結果の比を，

      （ 　）内は最小値，又は，平均値を記載して，係数rαの算出根拠を示すこと。

 註） 屋内運動場で，β算出時に一方向地中梁による低減係数0.75を考慮した場合には，「□ 地中梁による低減」にチェックすること。

経過年数 t 判別式(建築時からの経過年数) 経過年数 t2 判別式(長寿命化改良後の経過年数) 評　　　点 評点合計

地 震 に よ る
被 災 履 歴 E

軽微 小破 中破 大破

1.00
1.0 1.0 0.95 0.9

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

有
 

耐
 

力

水 平 耐 力
q

Is T

- 年    T=(30-t2)/40 = －
㋐ ㋑ (㋐×25)

0.00 0.0

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 年 変 化 T 41 年   T=(40-t)/40 = 0

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁

グレード最低値 F 評　　　点

鉄 筋 腐 食 度 F

層状さびが認められる 部分的に点食を認める

0.50

㋒ ㋓ (㋒×25)

0.50 12.5 点

グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8 0.5

躯体膨張亀裂,
さびの溶け出し

柱

グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8

壁 床

－ －
かぶりコンクリート
を持ち上げている

－

0.5

部　位 柱1 梁1 柱2(壁1) 梁2(壁2) 平均値 a

0.5 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8

判　　別　　式 評　　　点

コンクリート
中性化深さ等

a

中性化深さ 0.20
a≦1.5㎝ 1.0 ㋔ ㋕ (㋔×10)

点コ ン ク リ ー ト
中性化深さ等及

び
鉄筋かぶり厚さ

0.0 0.0 0.0 0.8
1.5㎝＜a＜3㎝ 直線補間

1.00 10.0

鉄筋かぶり厚さ
b

かぶり厚さ

部　位 平均値 b

0.50 5.0

  ㋞=(㋑+㋓+㋕+

(  -   ) 
註） 3㎝≦a 0.5 　　  ㋗+㋙+㋛)

0.0 1.4 0.0 0.2
1.5㎝＜b＜3㎝ 直線補間

判　　別　　式 評　　　点

0.40
3㎝≦b

柱　頭 柱　脚 梁1 梁2

点 47.5
b≦1.5㎝ 0.5

1.0 ㋖ ㋗ (㋖×10) ㋞

グレード 1.0 0.8 0.5 1.0 0.8 0.5

評　　　点

躯 体 の 状 態 D
状    況 ジャンカ部分的

幅0.3mm未満
多数

幅1.0mm以上
部分的

なし
0.50

㋘ ㋙ (㋘×20)

部　  位 柱 梁 壁 床 グレード最低値 D

1.0 0.8 0.5 1.0 0.8 0.5
0.50 10.0 点

評　　　点φの最大値 判　　別　　式張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向

Ｘ Ｙ

階

相対沈下量ε スパン L φ = ε/L

Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ

1/200≦φ 0.5  Ⓑ=(㋞×㋜×㋝)

1
※不同沈下は
生じていない
ため満点

φ≦1/500 1.0 ㋚ ㋛ (㋚×10)

1/500＜φ＜1/200 直線補間
1.00 10.0

コ ン ク リ ー ト
圧 縮 強 度 k

階
壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁 壁・梁

点
省略

1

省略

平均値σ

不 同 沈 下 量 φ

桁行方向

Ⓑ

1 2 3 4 5 6
48

判　　別　　式 評　　　点

13.5≦σ 1.0 ㋜

10＜σ＜13.5 直線補間
1.00

σ≦10 0.8

0.5

直線補間

被災率S
判　　別　　式 評　　　点

火 災 に よ る
疲 弊 度 S

変    質 全    焼 半    焼 床面積 S0 S = St/S0

被災床面積

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の

S＝0 1.0 ㋝

評価後被災
St=S1+S2×0.75+S3×0.5+S4×0.25 =

敷　地　条　件

0.0 0.0 0.0 0.0
0.00 0.00

面積    St S＝1
0.00

0＜S＜1

0.90

1.00

0.8＋0.9＋1.0＋0.8＋1.0
0.90

海岸から8㎞を超える 1.0
Ⓒ＝

①＋②＋③＋④＋⑤

 註）材料試験により使用骨材の塩化物量が0.1％を超えることを確認した場合，③中性化深さの「平均値ａ」欄の（ 　）内に塩化物量を記入する。
　　 この場合，(ｵ)の評点は中性化試験結果によらず0.5に読替える。

0.8

二　種　地　域 0.85 支持地盤が著しく傾斜した敷地

海 岸 か ら の 距 離 評　　　価

三　種　地　域 5

平 坦 地 1.0 そ の 他 地 域 1.0

評　　点地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 別

立
地
条
件

四　種　地　域 1.0 一　種　地　盤 1.0

一　種　地　域 0.8 局 所 的 な 高 台 0.9

0.9 崖 地 0.9

三　種　地　盤 0.8 一級積雪寒冷地域 0.8 海岸から5㎞以内

0.9 ＝
5

積　雪　寒　冷　地　域

0.9 二級積雪寒冷地域 0.9 海岸から8㎞以内 0.9

Ⓒ

二　種　地　盤

＝
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（裏面） 　学　校　名

方位

２．寸法線と寸法（単位メートル）を記入する。 に腐食が発生している状態である。また、幅1.0mm以上のひび割れや

ジャンカも確認されたため、老朽化が進行している状態と判断される。

中央中学校

１．調査建物の各階の平面図、断面図を単線で図示し、耐力壁は、他と区別できるような太線と
　する。

構造耐力は新耐震基準のため100点と優れている。

健全度は、中性化に進行は見られないものの、かぶり厚が薄く、鉄筋

延べ面積 2,021㎡

３．平面図に、コンクリート中性化深さ、鉄筋かぶり厚さ、鉄筋腐食度、ひび割れ等の測定位置を
　記入する。

４．余白に縮尺、建築年、延べ面積を記入する。

建築年 昭和58年10月
N

鉄筋腐食度さ

中

カ

躯

コンクリート中性化深さ

鉄筋かぶり厚さ

躯体の状態

凡　例

渡
り
廊
下

教
育
相
談
室

水槽室 電気室

配膳室

ホ
ー
ル

昇
降
口

風
除
室

職員玄関

職員便所教材物置教材生徒
便所水飲生徒

便所

更衣

印刷

職員室普通教室
（特）

普通教室普通教室 保健室

普
通
教
室

（
特
）

普
通
教
室

（
特
）

廊下

8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 7.50 6.00

61.50

X9

6
.0
0

6
.0
0

6.
00

6.
50

7
.5
0

32
.0
0

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

13
-1

1
8

E
XP
.J

1
7

18

34 13-1

EXP.J

13-2
13-1

EXP.J

柱頭(柱1) さ中カ

壁 躯柱 躯

柱脚(柱2) さ中カ

梁1 さ中 梁2 さ中カカ 梁 躯

配膳室

教材生徒
便所水飲生徒

便所

普通教室普通教室

廊下

生徒会室
特別活動室

吹抜吹抜

教材

学習室 学習室 普通教室 普通教室 図書室
バルコニー

6
.
0
0

6
.
0
0

6
.
00

6
.
5
0

7
.
5
0

3
2
.
00

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 7.50 6.00

61.50

X9

17
1
8

1
3
-
1
1
8

E
X
P
.J

13-2
13-1

EXP.J

EXP.J

ROOF

ROOF

85
0

7.50 6.50

RFL

2FL

GL
1FL

3
.8
5

3.
85

0.
70

1階平面図 S=1/600

2階平面図 S=1/600

断面図 S=1/400
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２．建物概要 

 

 



調査概要書 

 

建 物 名 称：別海中央中学校 13-1 棟 校舎 

 

所 在 地：野付郡別海町別海緑町 116 番地 4 

 

竣工年月日：昭和 58 年 10 月 

      

構 造：鉄筋コンクリート造(RC 造) 

 

規 模：階 数  2 階 

軒 高  8.4m 

床面積  2,021 ㎡  

 

調 査 項 目：構造耐力 保有耐力 

          層間変形角 

          基礎構造 

          地震による被災履歴 

 

健 全 度  経年変化 

鉄筋腐食度度 

コンクリート中性化深さ及び鉄筋かぶり厚さ 

躯体の状態 

不同沈下量 

コンクリート圧縮強度 

火災による疲弊度 

 

被 災 の 状 況：無 

 

設 計 図 書 の 有 無：意 匠 図 ― 有 

設 計 図 書 の 有 無：構 造 図 ― 有 

設 計 図 書 の 有 無：構造計算書 ― 無 

外 力 条 件：地 震 地 域 係 数 ― 1 種地域 

外 力 条 件：地 盤 種 別 ― 2 種地盤 

                   敷 地 条 件 ― 平坦地 

外 力 条 件：積 雪 寒 冷 地 域 ― 1 級積雪寒冷地域 

外 力 条 件：海岸からの距離 ― 8 ㎞を超える 

 

地盤調査報告書の有無：有 

 

1-3



1-4



L
01

51
83

15
53

C1
01

26
91

00
04

8

10
58

S2R
20

21
S5

7
20

21
1

01
3

11
58

S2R
14

49
S5

8
14

73
2

01
3

11
58

S1W
60

S5
8

87
01

4

11
58

S1W
60

S5
8

60
01

5

12
58

S2S
13

2
01

6

11
59

S1S
98

8
S5

9
98

8
01

7

11
59

S1R
12

S5
9

12
01

8

10
51

S1W
62

02
3

10
52

S1W
60

02
4

09
53

S1W
60

02
7

09
53

S1W
60

02
8

11
01

H1W
60

H0
1

66
02

9

1/
2

1-5



L
01

51
83

15
53

C1
01

26
91

00
04

8

10
55

S1W
87

03
2

12
05

H1W
16

03
3

01
06

H1W
7

03
4

01
08

H1R
21

4
H0

7
21

4
03

5

2/
2

1-6



L
01

51
83

15
53

C1
01

26
91

00
04

8

01
31

20
21

R2
S5

8
10

2
1

1
1

01
32

14
73

R2
S5

8
11

2
1

1
1

01
4

87
W1

S5
8

11

01
5

60
W1

S5
8

11

01
6

13
2

S2
S5

8
12

2

01
7

98
8

S1
S5

9
11

2
1

1
1

01
8

12
R1

S5
9

11
2

02
3

62
W1

S5
1

10

02
4

60
W1

S5
2

10

02
7

60
W1

S5
3

09

02
8

60
W1

S5
3

09

02
9

66
W1

H0
1

11

1/
2

1-7



L
01

51
83

15
53

C1
01

26
91

00
04

8

03
2

87
W1

S5
5

10

03
3

16
W1

H0
5

12

03
4

7
W1

H0
6

01

03
5

21
4

R1
H0

8
01

2
1

1
1

2/
2

1-8



1-9



1-10



1-11



1-12



1-13



1-14



1-15



1-16



1-17



1-18



1-19



1-20



1-21



1-22



1-23



1-24



1-25



1-26



1-27



1-28



1-29



1-30



1-31



1-32



1-33



1-34



1-35



1-36



1-37



1-38



1-39



1-40



1-41



1-42



1-43



1-44



1-45



1-46



1-47



1-48



1-49



1-50



1-51



1-52



1-53



1-54



1-55



1-56



1-57



1-58



1-59



1-60



1-61



1-62



1-63



1-64



1-65



1-66



1-67



1-68



1-69



1-70



1-71



1-72



1-73



1-74



1-75



1-76



1-77



1-78



1-79



1-80



1-81



1-82



1-83



1-84



1-85



1-86



1-87



1-88



1-89



1-90



1-91



1-92



1-93



1-94



1-95



1-96



1-97



1-98



1-99



1-100



1-101



1-102



1-103



1-104



1-105



1-106



1-107



1-108



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング柱状図 
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写真撮影位置図 
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写真 No. 1

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 2

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 3

調査項目

撮影場所

状況

耐力度調査

北面

全景

耐力度調査

北面

全景

耐力度調査

北面

全景
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写真 No. 4

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 5

調査項目

撮影場所

状況
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耐力度調査

東面

全景

耐力度調査

南面

全景

耐力度調査

北面

全景
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写真 No. 7

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 8

調査項目

撮影場所

状況

写真 No.

調査項目
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３．構造耐力度測定 

 

 

 



○A  構造耐力 

当該建物は昭和 58年 10 月建設の建物であり、新耐震基準の建物であるため、構造耐力の内、保

有耐力 q 及び層間変形角θは、満点とする。 

 

① 保有耐力 

(a) 水平耐力 q 

新耐震基準の建物のため満点とすることから、評点は 1.0 とする。 

 

(b) コンクリート圧縮強度 k 

JIS A 1107-2002「コンクリートからのコアの採取方法及び圧縮強度試験方法」に準拠し採

取した。コンクリートコア圧縮強度試験結果を表 3.1 に、コンクリートコア採取位置図を図

3.1 及び図 3.2 に示す。 

 

表 3.1 コンクリート圧縮強度試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記試験結果より、 

 

k＝31.33/20＝1.57 より、判別式 1.0≦k に相当することから 1.0 

直径(d) 高さ(h) 試験値 平均値X

13-1棟 壁1 1階外壁 83.6 119.5 32.5

13-1棟 壁2 1階外壁 83.5 117.2 29.5

13-1棟 壁3 2階外壁 83.6 99.1 32.0

棟番号 試料番号 採取位置
試料寸法(mm)  圧縮強度注1)(N/㎟)

31.33

注1）JIS A 1107に基づくh/dによる高さ補正後の強度
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図 3.1 コンクリートコア採取位置図 
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図 3.2 コンクリートコア採取位置図 

 

 

② 層間変形角θ 

新耐震基準の建物のため満点とすることから、評点は 1.0 とする。 

 

 

③ 基礎構造β 

現地調査を省略したため 1.0 

 

 

④ 地震による被災履歴 E 

無災害・被災無しのため 1.0 

 

コア採取位置
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1

写真番号 写真番号

壁1 壁1
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取前状況 コア採取状況

写真番号 写真番号

壁1 壁1
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取完了 補修完了

写真番号 写真番号

壁1 壁1
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
採取コア状況 コンクリ－ト圧縮強度試験状況

5 6

余　白 余　白

3 4

コンクリート圧縮強度k

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

13-1棟　校舎
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1

写真番号 写真番号

壁2 壁2
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取前状況 コア採取状況

写真番号 写真番号

壁2 壁2
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取完了 補修完了

写真番号 写真番号

壁2 壁2
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
採取コア状況 コンクリ－ト圧縮強度試験状況

11 12

余　白 余　白

9 10

コンクリート圧縮強度k

余　白 余　白

7 8

余　白 余　白

13-1棟　校舎
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1

写真番号 写真番号

壁3 壁3
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取前状況 コア採取状況

写真番号 写真番号

壁3 壁3
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
コア採取完了 補修完了

写真番号 写真番号

壁3 壁3
コンクリート圧縮強度k コンクリート圧縮強度k
採取コア状況 コンクリ－ト圧縮強度試験状況

17 18

余　白 余　白

15 16

コンクリート圧縮強度k

余　白 余　白

13 14

余　白 余　白

13-1棟　校舎
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４．健全度測定 

 

 

 

 



調 査 位 置 図 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1階平面図
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調 査 位 置 図 2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2階平面図
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健全度の測定 
 

① 経過年数；（残存率Ｔ） 
当該建物の耐力度測定時における建築時からの経過年数、または長寿命化改良事業を行った

時点からの経過年数に応じて経年変化Ｔを下式により計算する。 

 

長寿命化改良事業実施前 Ｔ ＝ 
40－t 

（Ｔがマイナスの場合は 0 とする） 
40 

長寿命化改良事業実施後 Ｔ ＝ 
30－t2 

（       〃      ） 
40 

 

ここで、  t；建築時からの経過年数 

t2；長寿命化改良事業実施後の経過年数 

 
建築後 40年以上経過した建物は経年変化をゼロとして評価する。 

また、長寿命化改良事業の実施後は、その後 30年以上の継続利用を想定して、30 年を経過

すると経年変化がゼロになるものとして評価する。 

 

当該建物は長寿命化改良事業実施前であるため、上段の式により計算する。 

建築年は昭和58年10月であることから、経過年数は41年である(1年に満たない端数有り)。 

 
長寿命化改良事業実施前 

(建設年：昭和 58年 10 月) 
Ｔ ＝ 

40－41 
＝ 

-1 
  

40 40 

 

T がマイナスであるため、評点は 0 とする。 
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② 鉄筋腐食度Ｆ 
当該建物の柱及び梁について、それぞれ 2箇所以上鉄筋の腐食状態を調べ、下表により状態

に応じたグレードを求め、その最低値Ｆによって評価する。また、柱、梁、壁、床の外観調

査で鉄筋さびの溶け出しや層状さびの膨張力によりかぶりコンクリートを持ち上げているな

どの劣化状況についても併せて記載する。 

 

発錆のグレード 

鉄筋の発錆状態 グレード 

さびがほとんど認められない。 

鉄筋さびによる膨張亀裂、鉄筋さびの溶け出しは認められない。 
1.0 

部分的に点食を認める。または、大部分が赤さびに覆われている。 

鉄筋さびの溶け出しが認められる。 
0.8 

層状さびが認められる。 

層状さびの膨張力によりかぶりコンクリートを持ち上げている。 
0.5 

 

②について、今回の調査結果を下表に示す。 

 

調査対象及び箇所 鉄筋の発錆状況 グレード 

鉄
筋
腐
食
状
態 

柱頭 層状さびが認められる 0.5 

柱脚 部分的に点食を認める 0.8 

梁 1 部分的に点食を認める 0.8 

梁 2 部分的に点食を認める 0.8 

外
観
調
査
結
果 

柱 
鉄筋さびによる膨張亀裂、鉄筋さびの溶け出しは

認められない。 
1.0 

梁 
鉄筋さびによる膨張亀裂、鉄筋さびの溶け出しは

認められない。 
1.0 

壁 
層状さびの膨張力によりかぶりコンクリートを

持ち上げている 
0.5 

床 
鉄筋さびによる膨張亀裂、鉄筋さびの溶け出しは

認められない。 
1.0 

 
柱頭の発錆グレードは 0.5、柱脚及び梁の発錆グレードは 0.8 となった。また、外観調査結

果より壁の発錆グレードは 0.5 となり、その他の発錆グレードは 1.0 となった。 

以上のことから、最低値はグレード 0.5 であるため 0.5 
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③ コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ 

(a) コンクリート中性化深さ等；a 

判別式 a≦ 1.5 ㎝ ･････････････1.0 

    1.5 ㎝＜ａ＜3 ㎝ ･････直線補間 

    3 c m ≦ a ･････････････0.5 

 

(b) 鉄筋かぶり厚さ；ｂ 

判別式 3 c m ≦ b ･････････････1.0 

    1.5 ㎝＜b＜3 ㎝ ･････直線補間 

    b≦ 1.5 ㎝ ･････････････0.5 

 
③について、今回の調査結果を下表に示す。なお、当該建物は増しコンクリート 2cm が施さ

れているため(設計図書より)、各計測値は-2cm とする。 

 
 柱頭（柱 1）  
 
 

 梁 1  
 
 

a.コンクリートの中性化深さ：0.6-2=0.0 ㎝ a.コンクリートの中性化深さ：0.5-2=0.0 ㎝ 

b.鉄筋のかぶり厚さ：1.7-2=0.0 ㎝ b.鉄筋のかぶり厚さ：1.8-2=0.0 ㎝ 

 柱脚（柱 2）  
 
 

 梁 2  
 
 

a.コンクリートの中性化深さ：0.4-2=0.0 ㎝ a.コンクリートの中性化深さ：2.8-2=0.8 ㎝ 

b.鉄筋のかぶり厚さ：3.4-2=1.4 ㎝ b.鉄筋のかぶり厚さ：2.2-2=0.2 ㎝ 

単位：㎝ 単位：㎝ 

単位：㎝ 単位：㎝ 

主筋

帯筋

かぶり厚1.7

主筋

帯筋

増コン2.0

中性化深さ0.6

かぶり厚3.4

主筋

帯筋

増コン2.0

主筋

帯筋

中性化深さ0.4

かぶり厚1.8

主筋

あばら筋

あばら筋

主筋

増コン2.0

中性化深さ0.5

かぶり厚2.2

主筋

あばら筋

あばら筋

増コン2.0

主筋 中性化深さ2.8

1-135



中性化深さａ＝ 
0.0＋0.0＋0.0＋0.8 

＝0.20 ㎝ 
4 

 
平均値 a＝0.00 ㎝より、判別式ａ≦1.5 ㎝に相当するため 1.0 

 

鉄筋かぶり厚さｂ＝ 
0.0+1.4+0.0+0.2 

＝0.40 ㎝ 
4 

 
平均値 b＝1.20 ㎝より、判別式 b≦1.5cm に相当するため 0.5 

 

 

④ 躯体の状態；Ｄ 
当該建物の柱、梁、壁、床のそれぞれ 1 箇所について構造ひび割れの測定を行い、下表によ

り状態に応じたグレードを求め、その最低値を躯体によるＤとする。 

 

躯体状態のグレード 

部材毎のひび割れの状態 グレード 

・ひび割れがほとんど認められない。 

・コールドジョイントがほとんど認められない。 

・ジャンカがほとんど認められない。 

1.0 

・幅 0.3 ㎜未満のひび割れが多数あるか、または、幅 0.3mm 以上のひび

割れが部分的に認められる。 

・コールドジョイントに沿った仕上面のひび割れがあり、かつ、漏水跡

が認められる。 

・ジャンカが部分的に認められる。 

0.8 

・幅 0.3 ㎜以上のひび割れが多数あるか、または、幅 1.0mm 以上のひび

割れが部分的に認められる。 

・表面積 30cm 角程度のジャンカが多数認められる。 

0.5 

Ｄ：躯体の状態によるグレードの最低値 
 
当該建物の各部材毎にひび割れが最も顕著に確認された箇所を選定し図示した。ひび割れ幅

の測定において弾性塗装を施している部位は、部分的に塗装を撤去し、コンクリート躯体面

にて測定を行った。 
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   柱   
 

 

 

 

・ひび割れがほとんど認められない。 
・コールドジョイントがほとんど認められない。 

・ジャンカがほとんど認められない。 
(グレード 1.0) 

・幅 0.3 ㎜未満のひび割れが多数あるか、または、幅 0.3mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・コールドジョイントに沿った仕上面のひび割れがあり、かつ、漏水跡が認められる。 

・ジャンカが部分的に認められる。 

(グレード 0.8) 

・幅 0.3 ㎜以上のひび割れが多数あるか、または、幅 1.0mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・表面積 30cm 角程度のジャンカが多数認められる。 

(グレード 0.5) 

   梁   
 

 

 

 

 

・ひび割れがほとんど認められない。 
・コールドジョイントがほとんど認められない。 

・ジャンカがほとんど認められない。 
(グレード 1.0) 

・幅 0.3 ㎜未満のひび割れが多数あるか、または、幅 0.3mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・コールドジョイントに沿った仕上面のひび割れがあり、かつ、漏水跡が認められる。 

・ジャンカが部分的に認められる。 

(グレード 0.8) 

・幅 0.3 ㎜以上のひび割れが多数あるか、または、幅 1.0mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・表面積 30cm 角程度のジャンカが多数認められる。 

(グレード 0.5) 

ひび割れ幅測定位置

凡　例

ひび割れ　幅0.3mm未満
ひび割れ　幅0.3mm以上1.0mm未満
ひび割れ　幅1.0mm以上
ジャンカ

ひび割れ幅測定位置

凡　例

ひび割れ　幅0.3mm未満
ひび割れ　幅0.3mm以上1.0mm未満
ひび割れ　幅1.0mm以上
ジャンカ

X10

GL

外部南面

X11

X12

GL

外部南面

X13
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   壁   
 
 
 
 
 
 
 

・ひび割れがほとんど認められない。 

・コールドジョイントがほとんど認められない。 

・ジャンカがほとんど認められない。 

(グレード 1.0) 

・幅 0.3 ㎜未満のひび割れが多数あるか、または、幅 0.3mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・コールドジョイントに沿った仕上面のひび割れがあり、かつ、漏水跡が認められる。 

・ジャンカが部分的に認められる。 

(グレード 0.8) 

・幅 0.3 ㎜以上のひび割れが多数あるか、または、幅 1.0mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・表面積 30cm 角程度のジャンカが多数認められる。 

(グレード 0.5) 

   床   
 
 
 

劣化なし 

・ひび割れがほとんど認められない。 

・コールドジョイントがほとんど認められない。 

・ジャンカがほとんど認められない。 

(グレード 1.0) 

・幅 0.3 ㎜未満のひび割れが多数あるか、または、幅 0.3mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・コールドジョイントに沿った仕上面のひび割れがあり、かつ、漏水跡が認められる。 

・ジャンカが部分的に認められる。 

(グレード 0.8) 

・幅 0.3 ㎜以上のひび割れが多数あるか、または、幅 1.0mm 以上のひび割れが部分的

に認められる。 

・表面積 30cm 角程度のジャンカが多数認められる。 

(グレード 0.5) 

ひび割れ幅測定位置

凡　例

ひび割れ　幅0.3mm未満
ひび割れ　幅0.3mm以上1.0mm未満
ひび割れ　幅1.0mm以上
ジャンカ

X13

GL

外部南面

X14
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柱はジャンカが部分的に確認されたためグレード 0.8、梁は幅 0.3mm 未満のひび割れが多数

確認されたためグレード 0.8、壁は幅 1.0mm 以上のひび割れが部分的に確認されたためグレ

ード 0.5、床にひび割れは認められなかったためグレード 1.0 とした。 

 

以上のことから、最低値はグレード 0.5 であるため 0.5 

 

 

⑤ 不同沈下量；φ 
躯体に不同沈下に起因するひび割れが確認されなかったため、省略し満点とする。 

 

 

⑥ コンクリート圧縮強度；ｋ 
コンクリート圧縮強度は、○A  構造耐力、①保有耐力、(b)コンクリート圧縮強度 k におい

て、平均値が 13.5N/㎟以上であるため省略とする。 

 

 

⑦ 火災による疲弊度；Ｓ 

 

判別式 Ｓ＝ 0･････････････1.0 

    0＜Ｓ＜1･･････････直線補間 

    Ｓ＝ 1･････････････0.5 

 

当該建物は、建築当初より火災による被疑を受けていないことからＳ＝0とし、判別式

より 1.0 
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５．記録写真 

 

 

 



1

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1
はつり前状況 はつり完了

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1
写真番号4詳細 鉄筋腐食度Ｆ

層状さびが認められる(グレード0.5)

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1
鉄筋腐食度Ｆ 鉄筋かぶり厚さb
写真番号6詳細 かぶり厚：1.7cm

7 8

余　白 余　白

5 6

余　白 余　白

3 4

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1
鉄筋かぶり厚さb コンクリート中性化深さa
写真番号8詳細 中性化深さ：0.6cm

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1
コンクリート中性化深さa コンクリート中性化深さa
写真番号10詳細(1) 写真番号10詳細(2)

写真番号 写真番号

柱頭・柱1
補修完了 13

余　白 余　白

11 12

余　白 余　白

9 10

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

柱脚・柱2 柱脚・柱2
はつり前状況 はつり完了

写真番号 写真番号

柱脚・柱2 柱脚・柱2
写真番号15詳細 鉄筋腐食度Ｆ

部分的に点食を認める(グレード0.8)

写真番号 写真番号

柱脚・柱2 柱脚・柱2
鉄筋腐食度Ｆ 鉄筋かぶり厚さb
写真番号17詳細 かぶり厚：3.4cm

18 19

余　白 余　白

16 17

余　白 余　白

14 15

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

柱脚・柱2 柱脚・柱2
鉄筋かぶり厚さb コンクリート中性化深さa
写真番号19詳細 中性化深さ：0.4cm

写真番号 写真番号

柱脚・柱2 柱脚・柱2
コンクリート中性化深さa コンクリート中性化深さa
写真番号21詳細(1) 写真番号21詳細(2)

写真番号 写真番号

柱脚・柱2
補修完了 24

余　白 余　白

22 23

余　白 余　白

20 21

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

梁1 梁1
はつり前状況 はつり完了

写真番号 写真番号

梁1 梁1
写真番号26詳細 鉄筋腐食度Ｆ

部分的に点食を認める(グレード0.8)

写真番号 写真番号

梁1 梁1
鉄筋腐食度Ｆ 鉄筋かぶり厚さb
写真番号28詳細 かぶり厚：1.8cm

29 30

余　白 余　白

27 28

余　白 余　白

25 26

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

梁1 梁1
鉄筋かぶり厚さb コンクリート中性化深さa
写真番号30詳細 中性化深さ：0.5cm

写真番号 写真番号

梁1 梁1
コンクリート中性化深さa コンクリート中性化深さa
写真番号32詳細(1) 写真番号32詳細(2)

写真番号 写真番号

梁1
補修完了 35

余　白 余　白

33 34

余　白 余　白

31 32

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

梁2 梁2
はつり前状況 はつり完了

写真番号 写真番号

梁2 梁2
写真番号37詳細 鉄筋腐食度Ｆ

部分的に点食を認める(グレード0.8)

写真番号 写真番号

梁2 梁2
鉄筋腐食度Ｆ 鉄筋かぶり厚さb
写真番号39詳細 かぶり厚：2.2cm

40 41

余　白 余　白

38 39

余　白 余　白

36 37

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ

1-146



1

写真番号 写真番号

梁2 梁2
鉄筋かぶり厚さb コンクリート中性化深さa
写真番号41詳細 中性化深さ：2.8cm

写真番号 写真番号

梁2 梁2
コンクリート中性化深さa コンクリート中性化深さa
写真番号43詳細(1) 写真番号43詳細(2)

写真番号 写真番号

梁2
補修完了 46

余　白 余　白

44 45

余　白 余　白

42 43

余　白 余　白

13-1棟　校舎 鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ
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1

写真番号 写真番号

柱頭・柱1 柱頭・柱1,梁1
はつり状況 足場設置・解体状況

写真番号 写真番号

柱頭・柱1,梁1 梁2
足場設置完了 足場設置完了

写真番号 写真番号

余　白 余　白

49 50

鉄筋腐食度F、コンクリート中性化深さ等及び鉄筋かぶり厚さ

余　白 余　白

47 48

余　白 余　白

13-1棟　校舎
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写真番号 写真番号

壁 壁
鉄筋腐食度Ｆ 鉄筋腐食度Ｆ
層状さびの膨張力によりかぶりコンクリートを持ち上げている 写真番号1詳細
(グレード0.5)

写真番号 写真番号

写真番号 写真番号

余　白 余　白

鉄筋腐食度F

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

13-1棟　校舎
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1

写真番号 写真番号

柱 柱
躯体の状態D 躯体の状態D
ジャンカが部分的に認められる(グレード0.8) 写真番号1詳細

写真番号 写真番号

写真番号 写真番号

躯体の状態D

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

13-1棟　校舎

余　白 余　白
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写真番号 写真番号

梁 梁
躯体の状態D 躯体の状態D
塗装撤去前状況 幅0.3mm未満のひび割れが多数認められる(グレード0.8)

写真番号 写真番号

梁 梁
躯体の状態D 躯体の状態D
写真番号4詳細 補修完了

写真番号 写真番号

躯体の状態D

余　白 余　白

3 4

余　白 余　白

13-1棟　校舎

余　白 余　白

5 6
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1

写真番号 写真番号

壁 壁
躯体の状態D 躯体の状態D
塗装撤去前状況 幅1.0mm以上のひび割れが部分的に認められる(グレード0.5)

写真番号 写真番号

壁 壁
躯体の状態D 躯体の状態D
写真番号8詳細 補修完了

写真番号 写真番号

躯体の状態D

余　白 余　白

7 8

余　白 余　白

13-1棟　校舎

余　白 余　白

9 10
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1

写真番号 写真番号

床
躯体の状態D
ひび割れがほとんど認めらない(グレード1.0)

写真番号 写真番号

写真番号 写真番号

躯体の状態D

余　白 余　白

11

余　白 余　白

13-1棟　校舎

余　白 余　白
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６．外力条件 

 

 



外力条件 
 

① 地震地域係数 
地域区分は建設省告示第 1793 号(最終改正：平成 19 年国土交通省告示第 597 号)

に基づき 1.0 となるため、地震地域係数は一種地域 0.8 とする。 

 

対応表 

①地震地域係数 
建設省告示1793号 

地方 数値(z) 

四種地域 1.0 (四) 0.7 

三種地域 0.9 (三) 0.8 

二種地域 0.85 (二) 0.9 

一種地域 0.8 (一) 1.0 

 
② 地盤種別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②地盤種別 

一種地盤 1.0 

二種地盤 0.9 

三種地盤 0.8 
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③ 敷地条件 
建物周辺は、平坦な土地であるため、平坦地 1.0 とする 

 

④ 積雪寒冷地域 
義務教育諸学校等の施設費の国庫負担法等に関する法律施行令第 7 条第 5 項によ

り全国を一級積雪寒冷地域、二級積雪寒冷地域、その他地域の 3 種の区分に分けて

いる。  
(a) 「一級積雪寒冷地域」とは、冬期平均気温零下 5 度以下又は積雪量 300 月センチメートル

以上の地域 

(b) 「二級積雪寒冷地域」とは、冬期平均気温零下 5 度から零度まで又は積雪量 100 月センチ

メートル以上 300 センチメートル未満の地域 

(c) 「その他地域」とは、一級または二級積雪寒冷地域のいずれにも該当しない地域 

 
当該地域は一級寒冷地域に該当する。  
 
 

④積雪寒冷地域 

その他の地域 1.0 

二級積雪寒冷地域 0.9 

一級積雪寒冷地域 0.8 
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⑤  海岸からの距離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤海岸からの距離 

海岸から8kmを超える 1.0 

海岸から8km以内 0.9 

海岸から5km以内 0.8 

 
 

海岸からの距離  

≓11km

別海中央小学校 
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